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　職員の特別昇給や特別休暇は市の規則で決められています。

それによると、勤務成績の特に良好な職員で、20年以上勤

続して退職する場合、「市長が認めれば、」特別に昇給させ

ることができる制度です。

　この規則では、「特別昇給をさせることができる」と決め

ていますが、「昇給させなければならない」とは決めていま

せん。規則で勤務成績が特に良好な場合と定めていますが、

公務員の仕事については地方公務員法第30条と35条で次の

ように定めています。「公務員は職務の遂行に当っては、全

力をあげてこれに専念しなければならない。また勤務時間

及び職務上の注意力のすべてをその職務の遂行のために用い、

職務のみに従事しなければならない」と定めています。公

務員は全体の奉仕者として勤務成績がよいことは当然なの

です。そのことで退職者全員を昇給させることのほうが問

題なのです。それにしても勤務成績が良くなかつた職員の

退職金減額に規則がないほうが不思議です。

　では次に特別昇給と特別休暇の実態をみてみます。

１．休暇付与対象者数と取得平均日数、退職前退職者の昇

給と金額（過去５年間）　　　　　　　　

●市長部局　46,261,037円

●教育委員会　7,174,187円

●水　道　局　5,855,774円

　

　公務員を退職時に特別昇給させ、退職金を上乗せ

して支払う「お手盛り」が全国で問題になっていま

す。この問題について国は５月から廃止をすでに決

めています。それをうけ県でも知事が国に準じて廃

止するとの表明をしました。ところが別府市では「退

職時の特別昇給制度」を続けています。

　私はこの問題を議会で質問し早く廃止するように

強く求めました。今回はこの特別昇給と特別休暇に

ついて考えます。
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特別昇給はどのようなときにできるのでしょうか
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　昇給や休暇の実態を見て、皆さんはどのように感じたでし

ょうか。お手盛り退職金の総額は 6,000 万円にもなります。

退職者のほぼ全員を特別昇給させていること自体が問題なの

です。一方、特別休暇制度についても市民の理解を得ること

は極めて難しいと思います。すでに国では特別休暇は３日、

県では４日となっています。しかし、別府ではなんと６日の

特別休暇が与えられているのです。そんなにも職員に余裕が

あるのでしょうか。法律ではこの休暇制度について、「国及

び他の地方公共団体と均衡を失しないように配慮して決めな

ければならない」と定めています。今後は社会情勢にも十分

配慮してほしいと思います。議員や職員だけ特別だとしたら、

そのこと自体が間違っています。第一に考えるべきは、社会

の状況や納税者の生活で、それが基本にならなければならな

いと考えます。

　全国的に大型事業のほとんどが赤字経営を余儀なくされて

います。別府でも他都市と同じように赤字施設を抱えていま

す。北浜温泉（テルマス、北小学校横）、別府コミニティー

センター（消防署横）、別府市竹細工伝統産業会館（実相寺

サッカー場横）は大幅な赤字運営を続けています。

　伝統産業会館は竹工芸の後継者の育成や技術開発を行い、

竹細工を中心とした産業の振興を図る目的で、平成６年に設

置されました。この施設を作るための事業費は８億円で、土

地購入費４億７千万円、建設事業費３億３千万円でした。

　この施設の主な収入は入館料収入ですが年間400万円にも

なりません。14年度の収支状況を見ると（１）収入は400万

円。（２）支出は人件費などで 2,100 万円となっています。

このことで分るように入館料収入だけでは700万円もの赤字

が出ています、さらに建設のために借りた借入金の返済を含

めると、１日あたりの赤字は「160,076円」にもなります。

　北浜温泉は、６年に北小学校横の市有地に建設されました。

この建設の事業費は７億円で、そのうち６億円が借入金です。

　14年度の収支状況を見ると、（1）入浴料収入などで3,028

万円。（2）支出は管理委託料などで5,400万円となっていま

す。１日当たり「64,641円」の赤字となります。これに借入

金の返済を含めると、１日あたりの赤字は「259,857円」に

もなります。

　コミュニティーセンターは本体部分と相撲場部分とに分か

れています。事業費は８億1,000万円となっています。この

うち借入金は６億1,500万円です。14年度の収支状況を見る

と、収入 1,241 万円に対し、支出は 2,294 万円で、支出が

1,053万円も上回っています。これを１日あたりに換算する

と28,000円、借入金返還を含めると１日あたり「227,000円」

の赤字となります。

　このような不採算施設は別府市として　（1）民間に売却す

る（2）民間に管理運営を全面委託する（3）借入金の繰上げ

償還をして賃貸で民間に貸す（4）借入金を返済した後、建

物を解体してこれ以上の累積赤字を出さないなどが考えられ

ます。この機会に基本的解決をしなければ「赤字の垂れ流し」

をこれからも続けることになります。そして市民はこのよう

な赤字施設のために税金を使わされ続けることになります。

今こそ市民の目線での政治決断が求められています。

～ますます深刻になる経営、

　　　　　このままでは将来お荷物施設にも～

　ビーコンプラザは７年に県の施設としてオープンしました。

施設の内容はコンベンションホール、フィルハーモ二アホー

ル、国際会議室、レセプションホールの４施設でほかにグロ

ーバルタワーの経営をしています。将来この施設が県や別府

市にとって財政的に大きなお荷物になるのではと懸念されて

います。施設の今後がどうなるのか利用状況から考えてみま

す。

　この施設は280億円で建設され、負担比率は大分県82％、

別府市18％です。この施設を管理運営するために平成７年に

大分県５億円、別府市５億円、民間約２億円の出捐金でコン

ベンションビューローが設立され施設の管理運営をしていま

す。管理運営について４年５月９日に当時の中村市長と県の

商工労働観光部長との間で、確認書が交わされています。こ

の確認書で県は、県施設の維持管理に要する経費に対して、

７年度以降、毎年度１億円の補助金を市に交付する約束を交

わしています。

１．施設利用状況

　施設の利用状況はどのようになっているのでしょうか。

　次の表でも分かるとおり、主要４施設の平均利用率は31％

しかなく、コンベンションホールではわずか15％しかありま

せん。

赤字施設の代表　ビーコンプラザ
16年度借入金返済だけで１日あたり 461万円

コミュニティーセンター（消防署横）
14年度では１日あたり　227,000円の赤字

北浜温泉（テルマス）
14年度では１日あたり　259,857円の赤字

別府市竹細工伝統産業会館
14年度では１日あたり　160,076円の赤字 この施設の管理運営はどのようにしているのでしょうか。
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２．施設利用人数

　次に利用人員を見ます。平成７年の利用者が363,661人だ

ったのに対し、15年には 226,138 人となり、98,701 人も減

少しています。

３．施設別収入

　次に施設別収入です。７年度 150,874,495 円に対して 15

年度では 105,205,270 円と 45,669,225 円の大幅な減少とな

っています。

４．グローバルタワー収入

　次にグローバルタワーの収入状況を見ます。７年度

36,815,400円に対して15年では8,515,700円で 28,299,700

円の減少です。また 14年度対比では 2,207,900 円の減少と

なっています。

５．職員数と人件費

　次に職員数と人件費について見ます。職員数は７年度の27

人に対して15年度17人と10人の減となっています。また人

件費でも７年度の 134,093,759 円に対して 15 年では

87,954,284円と46,139,475円と減少しています。

　�

　次に施設の借入金残高について見ます。

　この施設建設のための借入金残高は 16年度末元金だけで

35億円となっています。当然これらの借入金は収入から返済

しなければなりませんが、収入で人件費を払うのがやっとの

状態です。職員の平均年齢が若いビューローでは今後ますま

す人件費が高くなり、借入金の返済にまわす余裕などありま

せん。コンベンションビューローの施設利用状況、利用人員、

施設別収入、人件費増加やグローバルタワー収入の減少など

を見ても大変きびしいことが予測されます。職員数、人件費

は７年に比べて減少はしているものの、職員年齢が高くなる

につれて人件費の比率は上昇します。近い将来施設の利用料

収入だけで人件費の負担できないことは確実です。では次に

今後どうしなければならないかに付いて考えて見ます。

　（１）コンベンションビューローの経営は、浜田市長を理

事長にして経営しています。浜田さんは別府市長との兼務で、

さらに扇山ゴルフ場の会長、土地開発公社理事長、社会福祉

協議会会長など多くの代表を兼務していますが、果たして兼

務でこの深刻な状態を解決できるでしょうか。今、一番求め

られているのは強力な経営陣です。早急にビューローの組織

や経営陣の刷新を実施することです。いつもの言い訳「景気

が悪いから」はもう通用しないことを経営陣は肝に銘じてお

かなければなりません。

　行政やそれに関わる第３セクターでは、費用対効果や事業

収支に対する考えが甘いと感じられてなりません。赤字が出

経 営 陣 の 大 幅 な 刷 新 を

ビューローの完全な独立採算制の導入を

利用人数
363,661 417,357 370,529 403,543

303,229 279,789 228,325 324,839 226,138
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部分については、明細不明のため使用日数からの按分よ
り算出した数字です。
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コンベンション フィルハ－モニア 国 際 会 議 室
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33,402,398 13,018,680
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14,791,519
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17,959,802

28,371,614

29,495,839

30,671,312

27,545,191

20,814,508 19,405,421 150,874,495

145,626,467

145,999,744

167,214,959

116,225,094

132,561,890

124,343,121

135,436,773

105,205,270

レ セ プ シ ョ ン そ の 他 合 計

7 年 度

8 年 度

9 年 度

10年度

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

国 際 会 議 室 主要4施設　平均レセプションホール

利用率 利用率 利用率件数（日数） 件数（日数） 件数（日数）
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施設

年度

売上金
36,815,400 28,013,400 20,129,050 18,189,450

15,387,800 13,067,550 12,009,650 10,723,600 8,515,700

H７年度 H８年度 H９年度 H10年度

H11年度 H12年度 H13年度 H14年度 H15年度

（単位　円）




